
 

★この回覧「まちだより」と「広報はこね」は町のホームページにも掲載しています。 

☆箱根町公式 LINE で発行をお知らせしています。友だちの追加で情報を受け取れます。 

★「広報はこね」が届いていない方は、役場、出張所、出先機関などに置いてあります。 

（発行／箱根町役場 〒250-0398 箱根町湯本 256 番地） 
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『箱根のことをもっと知ろう！』を合言葉に、この大学を受講してみませんか？  

箱根の豊かな自然、古い歴史の中で培われた文化や遺産、観光産業など、特色ある箱根

のそれぞれの分野を“学習の場”とし、地域の方々をはじめ、箱根に関心を抱く多くの方々

に“より広く”“より深く”学んでいただく機会として「HAKONE大学」を開講していま

す。 

本年度の学習テーマは、ずばり【箱根の自然の魅力】です。箱根の自然の素晴らしさは

皆さんに十分に伝わっているものと思いますが、HAKONE大学ではさらにその魅力を深

堀していきます。箱根の自然にまつわる各分野で活躍されている学芸員やネイチャーツア

ーガイドなど6名の講師を招き、それぞれの視点から私たちが気付かなかった新たな魅力

を学びます。サブテーマは箱根の「星空」、「自然を楽しむ」、「動物」、「化石」、「災

害伝承碑」、「ネイチャーガイドが集めた活動記録」などです。箱根に長くお住まいの方

にも、箱根へ移住されたばかりの方にも、おすすめできる講座です。 

【開講日程・講義内容】 

右記の「開講日程（全6回）」を確認してください。 

開催時間は14時～16時です。 

【受講資格】 

町内在住・在勤、または箱根に興味・関心のある方 

（開講日程全６回中、４回以上出席の方に「修了証」を授与します。） 

【受講料】 

無料。ただし、テキスト代などがかかる場合があります。 

【定員】 25人（申込順） 

【申込方法】 

電話にて「社会教育センター」へ申し込んでください。

※９月１７日（木）受付開始 

【その他】  

会場へは、原則として公共交通機関を利用してください。 

・電車：箱根登山鉄道「彫刻の森」駅下車、徒歩10分 

・バス：箱根登山バス、伊豆箱根バス「二ノ平入口」下   

車、徒歩3分 

申込・照会先 ：社会教育センター 電話（82）2694 

～箱根のことをもっと知ろう！～ 

令和８年度 「HAKONE 大学」を開講します！ 

テーマは【箱根の自然の魅力】です！ 

テーマは【箱根の】です 

 

 



箱根町は、令和８年 9 月 30 日で町制施行 70周年を迎えます。 

昭和 31 年 9 月 30 日に湯本町、温泉村、宮城野村、仙石原村、 

箱根町が合併し、現在の箱根町が誕生しました。 

 

月 日  

サイン  

★ 読み終わったらすぐ次の方へ回覧しましょう。 
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No 開講日 講義名・講師 内容 

1 
10/27 

(火) 

開講式（オリエンテーション） - 

「箱根の夜空の楽しみ方」 

 

山口 珠美 氏 

おさんぽ星 

元・箱根ジオミュージアム 学芸員 

外輪山の美しい稜線と星空のコラボ
レーション。自然豊かな箱根ならでは
の地形が織りなす「星空の楽しみ方」を
ご紹介します。簡単にできる星座カー
ドも作ります。 

2 
11/10 

(火) 

「自然を楽しむために」 
  
加藤 和紀 氏 

一般財団法人自然公園財団 箱根支部 

箱根ビジターセンター 職員 

「知ればもっと楽しくなる」 
多様に存在する箱根の魅力、そのひ

とつである「自然」の世界。美しく面白
い箱根の自然界の「入口からちょっと
入ったところ」へ皆さんをいざないま
す。 

3 
11/27 

(金) 

「動物たちから探る箱根の自然」 
  
小野 譲史 氏 

箱根町立森のふれあい館 学芸員 

「箱根の動物」をテーマに、多様な自然
環境に生息するさまざまな動物たちを
紹介し、動物たちの生態を通じて現在
起きている自然環境の変化を学び、人
と自然の関わりについて考えます。 

4 
12/8 

(火) 

「箱根火山に見られる化石」 

山川 隆良 氏 

箱根ジオミュージアム 学芸員 

箱根火山に残された化石を通じて、
過去の生物や環境、火山活動との関係
を探ります。 

5 
12/22 

(火) 

「過去から学ぶ箱根の自然現象」 

荒木 藍 氏 

箱根ジオパーク推進室 学芸員 

過去に起きた災害や、残された伝承
碑から箱根の自然について紐解いてい
きます。過去から未来の防災や暮らし
を考えます。 

6 
1/8 

(金) 

「箱根の自然の魅力と自然保護 

〜ネイチャーガイドの視点と活動

記録から見えてくるもの」 

及川 瞭 氏  

モリノコドウハコネ 

ネイチャーツアーガイド 

箱根の自然に魅せられて移住したネ
イチャーガイドが、日々の活動のなか
で集めたリアルな記録を共有します。
活動を通じて見えてきた箱根の自然の
魅力と保護について、現場を歩くガイ
ドと移住者という両方の視点から考え
ます。 

閉講式（修了証交付） 
※修了証は４回以上出席の受講生に交

付します。 

令和８年度「ＨＡＫＯＮＥ大学」 開講日程 

～「箱根の自然の魅力」を学ぶ～ 会場：社会教育センター 
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令和８年度２回目の探訪会は強羅公園で行います。 

大正 3 年（1914）に開園した強羅公園は、噴水を中心とし

た左右対称のデザインが特徴のフランス式整型庭園です。地

形を活かした山水や岩の配置も取り入れられ、大正時代の貴

重な西洋式庭園として、平成 25 年（2013）に国登録記念物

（名勝）に登録されています。 

また、園内には強羅の開発に尽力した実業家・益田孝ゆかり

の「白雲洞茶苑」があります。益田孝が建てた茶苑は、代々名

茶人に受け継がれ、昭和 57 年（1982）に復元し、平成 13

年（2001）には国登録有形文化財に登録されました。 

今回の見学会では、強羅地域を代表する名勝・建築物であ

る、強羅公園と白雲洞茶苑の歴史や文化財としての魅力を紹

介します。あわせて、貴重な建物を後世に引き継ぐための維

持・保存の取り組みについても紹介します。 

この機会に強羅の歴史と文化に触れてみませんか。 

【日 時】   10 月 28 日（水） 10 時～12 時（9 時 30 分から受付） 

【集合・解散】 強羅公園正門（現地集合・解散） 

【見学地】   強羅公園内・白雲洞茶苑 

【定 員】   20 人（定員を超えた場合は抽選となります。） 

【参加費】   1,350 円（保険料、資料代、入園料、茶菓代）※現金のみ 

【申込期限】   10 月 20 日（火）必着 

【申込方法】  「往復はがき」、「電子メール」のいずれかで受け付けます。 

希望者それぞれの①住所 ②氏名 ③年齢 ④性別 ⑤電話番号⑥

今回の探訪会開催を知った方法を記入して申し込んでください。１回

（はがき１枚・メール１通）につき２人まで、１人につき１回のみ申

し込みができます。 

【申込先】   ●往復はがきの場合  

〒250-0311 箱根町湯本 266 生涯学習課文化財係 

●電子メールの場合 kyoudo@town.hakone.kanagawa.jp  

※ はがきで申し込みの際は楷書にて丁寧に記入をお願いします。 

     ※ 定員を超える応募をいただいた場合には、抽選を行い、受講票もしくは落選

通知の発送をもって発表に代えさせていただきます。 

     ※ 申し込みの際にメール、はがきに記入のあった住所、氏名などの個人情報は、

生涯学習課の行事開催事務以外には使用しません。 

     ※ 自己都合によるキャンセルは原則受付けておりません。個別の相談は下記

照会先に連絡してください。 

照会先 生涯学習課文化財係 電話（85）7601 

 

箱根探訪会「強羅公園探訪会」参加者募集 

強 羅 公 園 

白 雲 洞 茶 苑 
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公益財団法人 箱根町文化・スポーツ財団では、次のとおり「古刹・名刹を訪ねる会」を

開催します。この機会に、町外の寺社の歴史や、地域の文化・伝統にふれて見聞を広めて

みませんか。 

 

【日  時】   10 月 21 日（水） ７時 30 分 ～ 19 時 15 分〔予定〕 

【見学寺社】   乾
けん

徳山
とくさん

 恵
え

林寺
り ん じ

（山梨県甲州市） 

         武田神社（山梨県甲府市） 

【日  程】 

  町内各地（湯本 ７:30 ～ 箱根 ８:35）⇒ 〔新東名高速道路 → 東富士五湖道路 → 

中央自動車道〕⇒ 恵林寺（11:00 ～ 12:00）⇒ 昼食等：里の駅 いちのみや（12:25 

～ 13:40）⇒ 武田神社（14:05 ～ 15:35）⇒ 〔中央自動車道 → 東富士五湖道

路 → 新東名高速道路〕⇒ 町内各地（箱根 18:10 ～ 湯本 19:15） 

  ※ 町内各地の出発時刻・集合場所などの詳細は、申込後、参加者に連絡します。  

【対  象】   当財団賛助会員、および町内在住・在勤者 

【定  員】   40 人（申込順） 

【参 加 費】   7,000 円（昼食代、拝観料などを含み、当日徴収します） 

        ※ 当財団の賛助会員には、割引があります。 

【申込期間】   当財団の賛助会員は、10 月６日（火）９時 30 分から、 

        一般の方は、10 月９日（金）９時 30 分から、定員に達する日まで。 

【申込方法】   電話で申し込んでください。 

【申 込 先】   エニコートラベル（株） 神奈川県知事登録旅行業第 3-1148 号 

         電話 0465（46）8477（営業時間：９時 30 分 ～ 18 時） 

【利用バス会社】 箱根登山観光バス（株） 神奈川県知事登録旅行業第 2-820 号 

 

〔見学寺社の概要〕 

 ○ 恵林寺 

   元徳２年（1330 年）に創建された臨済宗の寺院で、武田信玄公の菩提寺として知

られています。お寺の歴史や文化財に指定されている赤門、国の名勝に指定されてい

る庭園などについて、ボランティアガイドの方からお話しを伺います。 

 ○ 武田神社 

   武田信玄公をご祭神としてお祀りしている神社で、大正４年（1915 年）、信玄公の

墓前に従三位追贈（じゅさんみついついぞう）が奉告されたのを契機に神社創建の機

運が盛り上がり、官民一体となった「武田神社建会」が設立されました。大正８年（1919

年）に、武田氏の本拠地である躑躅ヶ崎（つつじがさき）館跡に社殿が創建され、信

玄公の命日である４月 12 日に初の例祭が斉行されました。 

   今回は、仙石原の出身で、同神社の神職である 佐野浩一郎さん から、由緒や歴史

のお話しをお伺いするとともに、境内などを案内いただきます。 

企画・照会先（公財）箱根町文化・スポーツ財団  電話（87）5222 

町外の古刹・名刹を訪ねる会を開催します 
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～歩くことによって、健康への関心を高めるとともに、地域の 

   文化や自然への理解を深め、ふるさとを再発見してみませんか～ 

          

【実 施 日】  10 月 15 日（木） 

 【実施時間】 ９時 30 分（集合）～11 時 30 分（解散予定） 

  

【集合場所】 箱根湿生花園 第２駐車場 

 

 【コ ー ス】 箱根湿生花園～星槎箱根キャンパス前～県道 75 号線 

～すすき草原～湿原通り～箱根湿生花園見学 

         

 【 対 象 】 当財団賛助会員および町内在住、在勤者 

 【 定 員 】 20 人（先着順） 

 【案 内 人】 箱根観光ガイド協会 若林 宏光 さん 

 【そ の 他】  

   ・ ハイキングのできる服装および靴で参加してください。 

   ・ 当日、雨天の場合は中止します。 

                 

【申込方法】 電話で申し込んでください。参加費は無料です。 

         

 

申込・照会先 （公財）箱根町文化・スポーツ財団 電話（87）5222 

 

 

 

 

 

 文 ス ポ の 健 康 ウ ォ ー キ ン グ 

（仙石原湿生花園周辺を歩く） 
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公益財団法人 箱根町文化・スポーツ財団では、次のとおり“生活文化講座”「クリ

スマスランプシェードづくり」(陶芸体験教室)を開催します。 

クリスマスツリーをモチーフにしたランプシェードを作ります。作る喜びを味わい  

生活に彩を添える活動に挑戦して、素敵なクリスマスを迎える準備をしてみませんか。 

 

【日 時】  １日目 10 月 14 日（水） 作品の制作など  

２日目 11 月 11 日（水）  完成した作品の受渡しなど 

       ※ 時間はいずれも、13 時 30 分 ～ 16 時 

 

【会 場】  社会教育センター 工芸工作室 

（住所：箱根町小涌谷 520 電話：82-2694） 

  

【体験内容】  粘土で クリスマス用のランプシェードを作ります。 

        ・ ランプシェードの形は三角錐で、シェードの表面に星型などの穴

を開けます。 

・ シェードの中に電池式の LED ランプを入れて、開けた穴から灯

りがこぼれる作品を制作します。 

・ 焼き上がりのシェードの色は、クリームがかった白色となります。 

 

【講 師】  陶芸家 黒 川 淳 さん 

 

【対 象】  当財団の賛助会員、および町内在住・在勤者 

 

【定 員】  12 人（先着順） 

 

【申込方法】  電話で申し込んでください。参加費は無料です。 

 

【そ の 他】   ・ 必要な材料や用具などは、当財団で用意します。 

・ 当日は、汚れてもよい服装でご来場いただくか、エプロンを 

持参してください。手をふくタオルは、必ず持参願います。 

 

 

申込・照会先 （公財）箱根町文化・スポーツ財団 

                    電 話 （87）5222 

 

 

箱根町文化・スポーツ財団の“生活文化講座” 

「クリスマスランプシェードづくり」 
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総合防災訓練会場にて木造住宅無料耐震相談コーナーを設置します 

 

 

 

 

 

 

 

近年地震の頻発化により旧耐震基準の木造住宅（昭和 56 年 5 月 31 日以前建築の木造住宅）

の倒壊被害が危ぶまれています。 

10 月 15 日（木）に開催する総合防災訓練にて、神奈川県建築士事務所協会県西支部の協力

を得て、木造住宅の無料耐震相談コーナーを設置します。耐震相談会では、建築確認通知書や

平面図により、簡易的な耐震診断を行います。自宅が地震に対してどれくらい安全であるのか、

この機会に確認してみましょう。 

 

 【簡易診断とは】 

   建築確認通知書や平面図を用いて、図面上で耐震性の有無を判定します。 

  ※あくまで簡易診断なので、正確な耐震性の有無を知りたい方は、簡易診断の後に、 

一般耐震診断（町補助制度あり）を受けることを推奨します。 

【対象の住宅】 

①町内に所有かつ居住している住宅 

②昭和 56 年 5 月 31 日以前に建築された木造で平屋・2 階建ての住宅 

③枠組壁工法またはプレハブ工法でないもの 

 

【日時・会場】 

日時：10月 15日（木）10 時 30分～12 時 30分 

 会場：仙石原浄水センター（総合防災訓練会場 耐震ブース内） 

＊相談時間は 1 棟につきおおむね 1 時間程度です。      

＊上記の日時・場所では都合が合わない場合は相談してください。別途個別に調整します。 

  

【参加方法】 

○建築年や建物の概要が分かるものを持参のうえ、会場へお越しください。
（建築確認通知書、建物の平面図や間取図、内観や外観の写真など） 

※図面などが無い場合でも相談は可能です。申込時に担当者に伝えてください。 

 ○事前予約も可能です。興味のある方は都市整備課景観推進係へ問い合わせてください。 

 

 

 

 

 

 

【地震に強い家にするためのフロー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【昭和 56 年以前に建築された木造住宅はなぜ危険？】 

現在の耐震基準(※)が導入される以前のものであるため、大規模な地震に耐えられない住宅

が多いと言われています。 

最大震度７を観測した令和６年能登半島地震では、約 2 万 8 千棟の家屋が全壊・半壊したと

されており、被災地は木造住宅が多く、その中でも、昭和 56 年の建築基準法改正前の旧耐震

で建てられた木造住宅の多数が倒壊していると報道されています。 

このことから、現在の耐震基準（※）が導入される以前の昭和 56 年以前の住宅にお住いの

方は耐震診断を行い、耐震性を確認することが求められています。 

※現在の耐震基準…震度 5 強程度の中規模地震に対してはほとんど損傷を受けず、極めてまれに発生す

る大規模地震（震度 6 強～震度 7 程度）に対して、生命の危機を及ぼすような倒壊などの被害が生じな

いことを目標として定めた基準のこと。 

 

★今回以外にも、町内各地で定期的に無料耐震相談会を開催しています。 

詳しくは役場ホームページ、または都市整備課へ問い合わせてください。 

 

問い合わせ先 都市整備課景観推進係 電話（85）9566 

箱根町役場ホームページ → 緊急・防災・消防 → 耐震 → 無料耐震相談会実施の 

お知らせ を確認してください。 

無料耐震相談会 

まずは、簡易診断

を受けましょう！ 

ステップ１（今回） ステップ２ 

一般耐震診断 

町補助制度あり 

ステップ３ 

耐震改修 

町補助制度あり 

耐震性 

なし 

耐震性 

なし 

耐震性 

あり 

耐震性 

あり 

改修工事 

完了 

おおむね安全です 安全です 



 

 

                     回覧「まちだより」【令和 8 年 9 月 25 日発行】 

 

 

 

 

イノシシなどによる被害を防止するために、柵を設置する方に補助金を交付していま

す。 

 ◆制度の概要 

 【対象者】 

①町税などの滞納のない方 

②町内に住居または敷地を所有している方 

③設置した柵を適正に維持できる方 

 【対象費用】 

  ・柵の購入費用（設置費用など工事費は対象になりません。） 

【補助額】 

①町民などの方 購入費用の 2 分の 1（限度額は 2 万円） 

②自治会    購入費用の 3 分の 2（限度額は 3 万円） 

③事業者    購入費用の 3 分の 1（限度額は 2 万円） 

【期 限】 

領収書が発行されてから 6 か月以内。 

なお、予算に限りがありますので、事前に確認をお願いします。 

申請書は役場、出張所で配付しているほか、町ホームページからもダウンロードで

きます。 

詳しくは、以下の二次元コードで町ホームページを確認いただくか、照会先へ問い

合わせてください。 

 

 

 

 

 

 

照会先 環境課美化保全係 電話（85）9565 

 

 

 

イノシシなどの被害を防ぐための支援制度があります！ 
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  そろそろ秋めいた気候になってきましたが、スズメバチの活動はまだまだ 

続いていますので注意が必要です。 

                                           

 

 

 

 

 

スズメバチは 11 月頃まで活動します！特に秋頃が一番危険です！ 

  

スズメバチは初夏から夏にかけて巣作りで活動し、秋頃に次の世代を生む 

準備を始めます。 

 秋頃は巣作りが完了し働きバチの数も増え、大きい巣だと 1,000 匹以上の 

働きバチが居ることも珍しくありません。 

 特に秋頃は新しい女王バチが生まれている時期なので、働きバチの攻撃性が 

1 年の中で最も高まります。 

 

 秋頃のスズメバチの巣は非常に危険なため、見つけても決して近づかないよ 

うにし、駆除が必要な場合は絶対に自分で駆除しようとはせず、専門の業者に 

依頼してください。 

  

 町では町内の駆除業者の紹介や、駆除費用の負担軽減のために補助金の 

制度があります。 

 スズメバチの巣を駆除したい場合は、まず環境課美化保全係まで相談 

してください。 

  

※  スズメバチ駆除費用の補助金を受けるには条件があります。 

駆除する前に必ず事前に相談してください。 

  町 HP にも補助金の詳しい説明が掲載されていますので、そちらも併 

せて確認してください。 

 

 ・町 HP 該当ページ二次元コード 

 

 

 

 

照会先 環境課美化保全係 電話（85）9565 

秋のスズメバチに注意！！ 

スズメバチっ

て夏の虫じゃ

ないの？ 

ハチに刺され

るのって夏だ

よね？ 
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現在、町全域でイノシシやシカによる被害が増えています。 

神奈川県猟友会箱根支部と協力し、有害鳥獣として、わなと銃器による捕獲を実施

しています。 

捕獲地域は次のとおりです。 

8 年度 8 月末現在地域別捕獲頭数               （単位：頭） 

  地域 

合計 備考 
種別 湯本 温泉 宮城野 仙石原 箱根 

イノシシ 0 1 1 7 2 11 
わな 11 

銃器 0 

二ホンジカ 14 10 15 28 48 115 
わな 108 

銃器 7 

銃器の使用にあたっては、住民の皆さんや観光客・ハイカーに十分注意して実施す

るとともに、日時や場所などをあらかじめ防災行政無線や町ホームページ等によりお

知らせしますので、協力をお願いします。 

町ホームページはこちら 

照会先 環境課美化保全係 電話（85）9565 

  

 

 

ごみ出しのマナーを守り、被害防止対策に努めましょう！  

イノシシなどの野生動物は家庭などから出る生ごみや、庭などに生えているユリや

タケノコなどのにおいにつられて人里に下りてきます。出没を減らすためには一人ひ

とりが生ごみを決められた時間に集積所に出すなどのごみ出しのマナーを守ることが

必要です。 

※特に夜間は、イノシシなどの野生動物の出没が多いので、夜間に外出する際は注

意しましょう。 

定期的な草刈りなど敷地の管理をしましょう！ 

管理されていない敷地や建物が鳥獣の棲み処になることがあります。 

定期的な草刈りなど人の手を加えることで、エサとなるものを遠ざけ、隠れる場所

をなくすことで、鳥獣にとって住みにくい、都合が悪い場所にすることが大事です。 

庭で植物や作物を育てている場合には敷地全体を柵などで囲うといった対策をとる

必要があります。全体を囲うことが難しい場合は、植物などを育てている場所のみを

囲うことも検討しましょう。 

 

イノシシなどの被害にあわないために（町ホームページ） 

照会先 環境課美化保全係 電話（85）9565 

イノシシやシカの捕獲状況について 

 

 

鳥獣被害を減らすために 
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家庭で使わなくなった品物などを、ごみに出す前に「不用品交換情報」

に登録しませんか。他に必要としている方に、有料または無料で譲ること

ができます。また、同時に譲ってほしいものの情報登録も受け付けていま

す。 

 

番号 品 名 規   格 状 態 価 格 

1417 犬用おむつ L サイズ 良い 無料 

1418 介護用ドッグベッド  良い 無料 

1419 犬用車いす  普通 無料 

1420 机（木製） 900×1,900×300 ㎜  良い 無料 

1424 三菱冷蔵庫 

右開き ５ドア 色：白 

奥行×幅×高さ  ㎜ 

670×600×1,800 

良い 無料 

1425 

ヤマハ電子ピアノ 

MIDI MX100R 

録音再生モデル 

色：黒 

奥行×幅×高さ  ㎜ 

600×1,500×1,270 

良い 有料 

  

※ 状態は新品・良い・普通・多少傷ありの 4 段階で表しています。 

※ 掲載期間は登録日から 6 か月間です。 

※ 本情報は、町内在住者、在勤者に有効となります。 

※ 希望の品物が見つかったら、登録者の連絡先を知らせますので、環境課まで連絡

してください。その後の引き取り方法などの交渉は当事者間で行ってください。 

※ 問題が生じた場合は、当事者間の話し合いなどにより解決してください。 

※ 品物の写真を下記アドレスまで送付していただいた場合、一緒に掲載します。より

品物の状態がわかるのでおすすめです。 

※ この情報はまちだより発行日と同日に町ホームページにも掲載しています。不用品

交換が成立すると随時更新するので、ホームページも併せて確認してください。 

       申込・照会先 環境課環境政策係 電話（85）9565 

e-mail:web_kankyou@town.hakone.kanagawa.jp 

番号 品 名 規   格 状 態 価 格 

2144 
猫用品 

(猫ボランティアで使用) 
ケージ、シート、フード等 普通 無料 

不用品交換情報 譲ります！ 

譲ってください 
 
 
 

譲ってください!! 
 
 
！ 

譲ります     
 
 
 

（9 月 9 日現在） 
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